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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
11
月
に

入
り
新
規
感
染
者
が
急
増
し
て
お
り
、

連
日
多
く
の
新
規
感
染
者
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

新
し
い
生
活
様
式
の
実
践
に
よ
り
、

３
密
（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）
の
回
避

な
ど
が
日
常
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
新
規
感

染
者
数
が
一
時
的
に
減
少
傾
向
と
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
予
防
意
識
が
少
し
薄

れ
て
い
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

次
の
ポ
イ
ン
ト
を
中
心
に
、
こ
れ
か
ら

の
感
染
予
防
つ
い
て
、
も
う
一
度
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　

    「
こ
れ
く
ら
い
な
ら
大
丈
夫
だ
」

と
、
人
と
の
距
離
が
近
く
な
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？

　

こ
れ
ま
で
は
、
注
意
深
く
適
切
な
感

染
予
防
行
動
を
行
っ
て
き
た
こ
と
で
、

感
染
を
避
け
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
感

染
を
避
け
て
き
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、
つ

い
、
３
密
の
基
準
を
甘
く
見
積
も
っ
て

し
ま
い
が
ち
で
す
。
今
後
も
外
出
す
る

際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
や
人
と
の
距
離

の
確
保
を
徹
底
し
、
行
き
先
で
の
感
染

リ
ス
ク
を
減
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

   

消
毒
や
手
洗
い
を
う
っ
か
り
忘
れ

る
こ
と
が
増
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

多
く
の
商
業
施
設
な
ど
に
消
毒
液
が

置
い
て
あ
り
、
手
指
消
毒
が
当
た
り
前

の
行
動
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
意
識

的
に
行
う
こ
と
が
な
く
な
っ
た
か
ら
こ

そ
、
つ
い
消
毒
や
手
洗
い
を
忘
れ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

「
短
時
間
だ
か
ら
大
丈
夫
だ
」「
急

い
で
い
る
か
ら
」
と
い
っ
た
気
の
緩
み

も
生
じ
が
ち
で
す
。
今
一
度
、
消
毒
や

手
洗
い
の
必
要
性
を
見
直
し
て
く
だ
さ

い
。

　
　

    

自
分
が
元
気
だ
か
ら
人
に
は
う
つ

さ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
無

症
状
で
も
人
に
感
染
さ
せ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
誰
も
が
感
染
源
と
な
る
可

能
性
が
あ
る
た
め
、
自
分
が
元
気
だ
か

ら
と
油
断
せ
ず
、
感
染
予
防
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

　
　

   

換
気
や
加
湿
が
疎お

ろ
そ
か
に
な
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？

　

空
気
が
乾
燥
す
る
冬
は
、
飛
沫
感
染

に
特
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

屋
内
で
は
空
気
中
の
ウ
イ
ル
ス
濃
度
が

高
ま
り
や
す
く
な
る
上
に
、
飲
食
な
ど

で
マ
ス
ク
を
外
す
機
会
が
多
く
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
空
気
中
の
ウ
イ
ル
ス

濃
度
を
下
げ
る
た
め
の
換
気
と
、
空
気

中
を
ウ
イ
ル
ス
が
漂
い
に
く
く
す
る
加

湿
が
一
層
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
　

    「
自
分
は
大
丈
夫
」「
あ
の
人
は
大

丈
夫
」
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

今
ま
で
感
染
し
な
か
っ
た
こ
と
で

「
自
分
や
周
囲
の
人
は
大
丈
夫
」
と
思

い
が
ち
で
す
。
寒
く
な
る
冬
は
抵
抗
力

が
低
下
し
や
す
い
た
め
、
感
染
や
重
症

化
の
リ
ス
ク
は
十
分
あ
り
ま
す
。
高
齢

者
や
基
礎
疾
患
の
あ
る
人
、
そ
の
周
囲

の
人
は
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
末
年
始
で
人
の
往
来
が
増
え
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
外
出
を
自
粛
し

村
内
で
過
ご
し
て
い
て
も
、
感
染
者
と

接
触
し
て
し
ま
う
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。

で
き
る
限
り
の
予
防
策
を
講
じ
て
、
自

分
や
周
囲
の
人
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
接
触
確
認
ア

プ
リ
「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
（
コ
コ
ア
）」
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
ま
し
ょ
う
。
Ｃ
Ｏ
Ｃ

Ｏ
Ａ
は
厚
生
労
働
省
が
開
発
し
た
も
の

で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
お
く
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
者
と
接
触
し
た
場
合
に
通
知
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
す
。
無
料
で
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
後
に
煩
雑
な
設
定
が

な
く
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
に
も
配

慮
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
は
、
多
く
の
人
が
利
用

す
る
こ
と
で
効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
ア
プ
リ
で
す
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
る
人
は
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
Ｃ

Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▲  Google Play

▲  App Store

今
、
み
な
さ
ん
に

今
、
み
な
さ
ん
に

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
の

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に

協
力
を

協
力
を
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宝
く
じ
を
財
源
と
し
て
公
益
財
団
法

人
長
野
県
市
町
村
振
興
協
会
が
実
施
し

て
い
る
「
地
域
活
動
助
成
事
業
」
を
活

用
し
、
次
の
消
防
団
機
材
を
購
入
し
ま

し
た
。

・
発
電
機　

３
台

・
消
火
栓
用
ホ
ー
ス　

12
本

　

村
か
ら
配
布
し
た
商
品
券
に
は
使
用

期
限
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

➊
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！

大
桑
村
元
気
回
復
商
品
券

使
用
期
限

令
和
３
年
１
月
31
日

➋
長
寿
祝
金
・
特
別
長
寿
祝
金

使
用
期
限

令
和
３
年
２
月
28
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

➊
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

➋
福
祉
健
康
課
福
祉
係

　

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

宝
く
じ

宝
く
じ

 

助
成
金
を
活
用

助
成
金
を
活
用

商
品
券
の

商
品
券
の

 

期
限
に
注
意

期
限
に
注
意

　

佐
藤
卓
祥
さ
ん
（
下
在
１
上
）、
中

村
仁
美
さ
ん
（
下
在
４
）、
中
村
千
秋

さ
ん
（
野
尻
上
町
上
）
が
交
通
栄
誉
章

緑
十
字
銅
賞
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

緑
十
字
銅
賞
は
交
通
安
全
活
動
で
長

年
に
わ
た
り
功
績
を
お
さ
め
た
功
労
者

や
優
良
運
転
者
へ
贈
ら
れ
ま
す
。

　

佐
藤
さ
ん
は
大
桑
村
交
通
安
全
協
会

野
尻
支
部
理
事
を
、
中
村
仁
美
さ
ん
は

同
協
会
副
会
長
お
よ
び
女
性
部
理
事
を

長
年
に
わ
た
り
務
め
、
交
通
安
全
活
動

に
大
き
な
功
績
を
残
し
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
「
今
後
も
安
全
運
転
を

意
識
し
て
、
大
桑
村
の
交
通
安
全
運
動

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
、
中

村
仁
美
さ
ん
は
「
周
り
の
人
の
お
か
げ

で
続
け
て
こ
ら
れ
た
。
新
た
な
気
持
ち

で
交
通
安
全
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」
と
受
章
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　

中
村
千
秋
さ
ん
は
、
無
事
故
無
違
反

運
転
を
10
年
間
継
続
し
て
い
る
優
良
運

転
者
で
あ
り
、
他
の
模
範
と
し
て
地
域

の
交
通
安
全
に
貢
献
し
た
こ
と
が
評
価

さ
れ
受
章
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
抱

負
と
し
て
「
車
に
関
係
す
る
仕
事
柄
、

運
転
に
は
気
を
付
け
て
い
る
。
今
後
も

無
事
故
無
違
反
を
続
け
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

緑
十
字
銅
賞

▲➊見本

▲➋見本

▲  中村 千秋さん ▲  中村 仁美さん ▲  佐藤 卓祥さん

見　本
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村
で
は
、
土
地
台
帳
法
の
廃
止
（
昭

和
35
年
）
後
も
不
動
産
登
記
情
報
を
基

に
土
地
台
帳
（
家
屋
台
帳
）
を
更
新
し
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
閲
覧
を

継
続
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
、

「
個
人
情
報
保
護
法
」
の
施
行
や
「
住

民
基
本
台
帳
法
」
の
改
正
（
閲
覧
制

限
）
な
ど
、
土
地
所
有
者
に
対
す
る
個

人
情
報
が
慎
重
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
土
地
台
帳
（
家
屋
台
帳
）

の
閲
覧
を
廃
止
し
ま
す
。

　

土
地
、
家
屋
の
登
記
情
報
は
長
野
地

方
法
務
局
の
窓
口
や
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

（
登
記
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
）
で
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

地
籍
図
や
公
図
の
閲
覧
は
従
来
通
り
、

役
場
窓
口
で
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課
税
務
係

　

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

　

確
定
申
告
を
す
る
際
は
、
自
宅
の

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
利

用
で
き
る
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子

申
告
・
納
付
シ
ス
テ
ム
）
が
便
利
で

す
。
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利

用
す
れ
ば
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
書

を
提
出
で
き
、
確
定
申
告
会
場
へ
行

く
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
人

と
の
接
触
の
機
会
を
減
ら
す
こ
と
が

で
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
繋
が
り
ま
す
。

　
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
に
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ラ
イ
タ
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
対
応
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が

必
要
で
す
。
税
務
署
で
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス

ワ
ー
ド
の
発
行
（
※
）
を
受
け
て
い
る

人
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
等
が
無

く
て
も
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
申
告
書
を
作
成
し
ｅ
‐
Ｔ

ａ
ｘ
で
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
積
極
的
な
活
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
は
税
務
署
に

て
５
分
程
度
で
発
行
を
受
け
ら
れ

ま
す
。
発
行
の
際
に
対
面
に
よ
る

本
人
確
認
を
し
ま
す
の
で
運
転
免

許
証
等
の
顔
写
真
付
き
の
本
人
確

認
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

h
ttp

s
:/
/
w
w
w
.n
ta
.

go
.jp
/taxes/shirab

eru/
shinkoku/kakutei.htm

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

木
曽
税
務
署　

調
査
部
門

　

℡
０
２
６
４
‐
22
‐
２
０
２
４

自
動
音
声
に
従
い
番
号
「
２
」
を

選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

　

木
曽
郡
租
税
教
育
推
進
協
議
会
の
令
和
２
年
度
「
税
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
及
び
標

語
」
コ
ン
ク
ー
ル
で
大
桑
小
学
校
６
年
生
２
人
の
ポ
ス
タ
ー
が
入
賞
し
ま
し
た
。

土
地
台
帳
等
閲
覧
制
度

土
地
台
帳
等
閲
覧
制
度 

廃
止
廃
止

税
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
で
入
賞

税
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
で
入
賞

●
大
桑
村
長
賞　

平
田　

哲
さ
ん

●
木
曽
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

寺
社
下　

瑠
衣
さ
ん

ｅｅ
‐‐
Ｔ
ａ
ｘ

Ｔ
ａ
ｘ
の
活
用
を

の
活
用
を
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村
か
ら
要
望
し
て
い
た
「
木
曽
川
と

中
央
ア
ル
プ
ス
」・「
阿
寺
渓
谷
を
中
心

と
す
る
山
間
の
風
景
」
の
２
風
景
（
写

真
①
、
②
）
が
眺
望
点
と
し
て
、
長
野

県
知
事
か
ら
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

眺
望
点
と
は
、
地
域
に
と
っ
て
重
要

な
景
観
資
源
を
眺
望
で
き
る
場
所
の
こ

と
で
す
。

　

こ
の
指
定
に
よ
り
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
さ
れ
、
村
が
守
っ
て
い
き
た

い
景
観
で
あ
る
こ
と
が
公
表
さ
れ
ま
す
。

長
野
県
景
観
規
則
で
は
大
規
模
開
発

（
太
陽
光
発
電
施
設
で
あ
れ
ば
築
造
面

積
の
合
計
が
１
，
０
０
０
㎡
を
超
え
る

も
の
）
を
計
画
し
て
い
る
事
業
者
へ
届

出
を
義
務
付
け
て
お
り
、
届
出
に
は
完

成
予
想
図
を
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
眺
望
点
付
近
以
外
で
の
開
発
で
は

任
意
の
場
所
か
ら
完
成
予
想
図
を
作
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
眺
望
点
付

近
の
開
発
で
は
完
成
予
想
図
は
眺
望
点

か
ら
見
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
重
要
な
景
観
資
源
に
対
す
る
開
発

の
影
響
が
明
確
に
示
さ
れ
ま
す
。

写真② 写真①

村の奨学金 村では令和３年度の奨学生を募集します。

応募資格  ・修学のため大桑村を離れ大学等に在学する人 
・経済的理由により、就学に困難があると認められる人 
※木曽広域連合の奨学金を受けている人を除く

貸付金額  ・高校生　　　　　　　　月額 15,000 円 
・高等専門学校生　　　　月額 25,000 円 
・大学、短大、専門学校　月額 35,000 円 
※１年分を２回に分けて貸付

貸付基準  保護者の令和元年度中の所得が 700万円以下であること

貸付決定  ４月上旬に本人へ通知

償還方法  卒業後１年間据え置き、貸付期間の２倍の期間内に、月払い、半年払い、年払いのいずれかの方法
で償還 
※卒業後、村に戻り居住した人について償還額を一部免除

申込期限  令和３年３月 12日㈮

問い合わせ・申込書提出先 教育委員会子ども教育係　℡＊＊５５‐１０２０

木曽広域連合奨学金 木曽広域連合では一般奨学生と看護師等の奨学生を募集します。

　応募資格、償還方法など詳しくはお問い合わせください。

貸付金額  月額 50,000 円以内

申込期限  令和３年１月 31日㈰　※当日消印有効

申込書提出先 木曽文化公園事務局または木曽青峰高校、蘇南高校担当教諭まで

問い合わせ 木曽文化公園文化振興係
〒 399-6101 木曽町日義 4898-37　℡＊＊２３‐８０１１

奨学生
募集

眺
望
点
を

眺
望
点
を

指
定
し
ま
し
た

指
定
し
ま
し
た
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図
書
館
編

　

今
月
は
、
複
合
施
設
と
な
る
新
庁
舎

内
に
開
館
す
る
図
書
館
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

　

平
成
30
年
10
月
、
新
庁
舎
図
書
館
検

討
委
員
会
が
発
足
し
、
図
書
館
の
コ
ン

セ
プ
ト
や
運
営
方
法
な
ど
に
つ
い
て
検

討
が
進
め
ら
れ
、
令
和
元
年
８
月
、
提

案
書
が
村
長
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
村
の
文
化
の
拠
点
と

な
る
新
図
書
館
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
「
学

び
の
場
・
交
流
の
場
・
子
育
て
の
場
・

情
報
発
信
の

場
」
と
す
る

こ
と
を
掲
げ

ま
し
た
。
多

く
の
人
が
気

軽
に
訪
れ
、

調
べ
学
習
や

知
識
・
技
術

の
習
得
、
世

代
間
の
交
流

な
ど
多
種
多

様
な
活
動
が

で
き
る
施
設

と
な
り
ま
す
。

単
な
る
本
の
集
積

地
で
は
な
く
、
住

民
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
様
々
な
情
報

を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
機
関
で
、
人
と

人
と
が
出
会
い
新
た
な
創
造
を
育
む
場

と
な
り
、
村
の
発
展
の
起
爆
剤
と
な
る

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
に
と
っ
て
よ
り
開
か
れ

た
親
し
み
や
す
い
空
間
に
す
る
た
め
、

図
書
館
内
の
絵
本
コ
ー
ナ
ー
と
キ
ッ
ズ

ル
ー
ム
が
隣
接
し
、
図
書
館
の
入
口
は

談
話
コ
ー
ナ
ー
と
隣
接
し
て
い
ま
す
。▲  完成イメージ図

庁
舎
建
設
室
よ

り

くわちゃんバス
乗合タクシー
12 月 29日㈫～
１月３日㈰

野尻連絡所・
須原郵便局
各種証明書発行
12 月 29日㈫～
１月３日㈰ 汲み取り

12 月 29日㈫～
１月３日㈰

※年内の汲み取り受付は25日まで
環境サービス㈲
℡ 52-2587

ごみ収集
12 月 30日㈬～
１月３日㈰

【年末特別持ち込み】※可燃ごみ
12月 29日㈫

午前９時～午後３時
木曽クリーンセンター

℡ 24-3131

大桑保育園
12 月 29日㈫～
１月３日㈰

子育て支援センター
12 月 29日㈫～
１月３日㈰

村民体育館
図書室

12 月 29日㈫～
１月３日㈰

歴史民俗資料館
12 月１日㈫～
２月末まで

年末年始の休館と休業
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　除雪作業は、通常10～15㎝程度の積雪を目安に出動し、村内163路線、約100㎞の除雪を
行います。
　積雪時には村内の建設等関係業者14社の協力により、通園、通学バス路線や交通量の多い
幹線道路を優先的に、早朝から一斉に作業を行います。降雪の状況によっては作業が遅くなっ
てしまう地域があります。作業に伴う騒音振動などご迷惑をお掛けしますが、ご理解ご協力を
お願いします。

路上駐車はしない
　路上に駐車車両があると周辺の除雪がで
きず、除雪作業に大きな支障となります。
路上駐車をしないようにお願いします。

除雪車に近づかない
　除雪車の近くは、運転手から死角となり
大変危険です。特にお子さんやご年配の方
はご注意をお願いします。

玄関先等の除雪
　除雪車による作業の後は、玄関先等に雪
が残ってしまいます。地域の皆様のお力で
除雪をお願いします。

道路沿いの竹木
　雪の重みで道路へ覆いかぶさり通行の妨
げになります。降雪前に私有地の竹木の点
検をお願いします。

除雪作業について次の点にご協力ください。

例年通り村内各所に融雪剤を配布しますのでご利用ください。
融雪剤の補充や、指定場所以外で必要な場所がありましたら、役
場建設係まで連絡してください。

身近な道路の除雪や融雪剤散布にご協力ください。
融雪剤
の設置

道路道路のの除雪作業除雪作業にに
ご協力をお願いします。ご協力をお願いします。

お問い合わせ先

▼国道に関すること：飯田国道事務所 木曽維持出張所　   ℡２２‐３０１１

▼県道に関すること：木曽建設事務所 維持管理課　　　   ℡２５‐２２３９（直通）

▼村道に関すること：大桑村役場 建設水道課 建設係　 　 ℡＊＊５５‐３０８０
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川
内
　

智
保
子

川
内
　

智
保
子

　

皆
さ
ん
、
Ｅ

－

Ｍ
Ｔ
Ｂ
っ
て
ご
存
じ

で
す
か
？
補
助
動
力
付
マ
ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク
の
こ
と
で
、
一
般
の
電
動
自
転
車

よ
り
ア
シ
ス
ト
力
が
強
く
太
い
山
道
用

の
タ
イ
ヤ
を
は
い
た
自
転
車
の
こ
と
で

す
。
こ
う
い
う
自
転
車
を
観
光
用
に
使

う
目
的
で
『
木
曽
路
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ル
ー
ト
現
地
検
討
会
』
な
る
も
の
が
あ

り
、
３
回
ほ
ど
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

大
桑
村
の
ル
ー
ト
は
商
工
観
光
係
の

推
奨
ル
ー
ト
で
次
の
通
り
。

ス
ポ
ー
ツ
公
園
〜
須
原
宿
（
定
勝

寺
立
ち
寄
り
）
〜
須
原
城
跡
〜
岩

出
観
音
〜
伊
奈
川
橋
交
差
点
〜
池

口
寺
〜
白
山
神
社
（
立
ち
寄
り
）

〜
阿
寺
渓
谷
〜
フ
ォ
レ
ス
パ
木
曽

（
約
２
時
間
）

　

こ
の
ル
ー
ト
は

中
部
北
陸
自
然
歩

道
と
重
複
し
て
お
り
、
現
在
散
策
マ
ッ

プ
を
作
成
中
で
す
。
す
ば
ら
し
い
コ
ー

ス
な
の
で
、
前
回
お
話
し
し
た
与
川
道

に
続
く
野
尻
〜
須
原
の
散
策
ル
ー
ト
と

し
て
多
く
の
人
に
来
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
10
月
末
の
２
日
間
、
総
合
観
光

イ
ベ
ン
ト
『
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

ジ
ャ
パ
ン
』
の
オ
ン
ラ
イ
ン
商
談
会
に

参
加
、
旅
行
会
社
３
社
、
福
利
厚
生
管

理
会
社
１
社
に
大
桑
村
の
紹
介
を
し
ま

し
た
。

　

今
後
、
こ
の
縁
を
つ
な
げ
て
１
人
で

も
多
く
の
方
が
大
桑
村
を
訪
れ
て
く
れ

る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
長
野
県
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
で
あ
る
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
で
11
月

21
日
に
村
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
予
定
で
し
た
。
定

員
30
名
も
す
ぐ
に
集

ま
り
ま
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
で

中
止
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
３
月
頃
に
開
催

し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
で
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進
み
、

地
方
で
も
不
便
が
少
な
く
な
り
都
会
で

暮
ら
す
意
味
が
問
い
直
さ
れ
始
め
て
い

ま
す
。
７
年
後
の
リ
ニ
ア
開
通
は
間
違

い
な
く
移
住
者
増
へ
の
追
い
風
に
な
り

ま
す
。
そ
こ
を
見
据
え
な
が
ら
、
ま
ず

は
『
大
桑
村
』
を
知
っ
て
も
ら
い
、
村

に
来
て
も
ら
い
、
村
民
の
皆
さ
ん
と
交

流
し
て
も
ら
う
方
法
を

考
え
、
少
し
ず
つ
積
み
上

げ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

村
で
は
空
き
家
の
有
効
活
用
に
関
す

る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
の
犾え
ん

舘だ
て

和ひ
と
し

さ
ん
と
長
野

県
建
築
士
会
の
建
築
士
が
、
空
き
家
の

売
却
や
賃
貸
、
管
理
、
改
築
な
ど
の
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。
相
談
に
は
事
前

予
約
が
必
要
で
す
。

日　

時  

令
和
３
年
１
月
13
日
㈬

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会　

場  

須
原
地
区
館

定　

員  

５
名
（
先
着
順
）

相
談
料  

無　

料

そ
の
他

　

相
談
は
１
件
に
つ
き

分
程
度
と
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課
生
活
環
境
係

　

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

空
き
家
相
談
会

空
き
家
相
談
会

開
催
開
催

45

先日保健センターの回覧で、のほほ～
んのイラストを使っていただきました。
村民または村内企業の方で、チラシや
名刺など商用以外での使用をご希望の
方はご連絡ください。
　  okuwa.kankou@gmail.com 
地域おこし協力隊川内まで
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保健センター保健センター
TEL ＊＊ 55-4003（直通）TEL ＊＊ 55-4003（直通）

mail mail cent@vill.ookuwa.nagano.jpcent@vill.ookuwa.nagano.jp

保健センタ保健センターー
だよりだより

保健師　竹腰 保健師　竹腰 梨花梨花

　

腎
臓
は
体
内
に
２
つ
あ
る
握
り
拳
大

の
臓
器
で
、
血
液
か
ら
尿
を
作
っ
て
体

内
の
老
廃
物
や
余
分
な
水
分
を
捨
て
る

と
い
う
大
切
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

病
気
等
に
よ
り
腎
臓
の
働
き
が
低
下
す

る
と
慢
性
腎
臓
病
に
な
り
ま
す
。

　

慢
性
腎
臓
病
と
は
、
ひ
と
つ
の
病
気

の
名
前
で
は
な
く
、
原
因
と
な
る
病
気

を
問
わ
ず
、
腎
臓
の
働
き
が
健
康
な
人

の
60
％
以
下
に
低
下
す
る
か
、
た
ん
ぱ

く
尿
が
出
る
と
い
っ
た
腎
機
能
の
異
常

が
続
く
状
態
の
こ
と
で
す
。
慢
性
腎
臓

病
の
患
者
は
、
日
本
に
１
３
０
０
万
人

以
上
い
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
成

人
の
約
８
人
に
１
人
が
慢
性
腎
臓
病
の

見
逃
さ
な
い
で
、

見
逃
さ
な
い
で
、

 

慢
性
腎
臓
病

慢
性
腎
臓
病

可
能
性
が
あ
り
、
誰
も
が
罹か

か

る
可
能
性

の
あ
る
病
気
と
し
て
「
新
し
い
国
民

病
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
腎

臓
は
「
沈
黙
の
臓
器
」
と
呼
ば
れ
、
異

常
が
あ
っ
て
も
自
覚
症
状
が
現
れ
に
く

い
た
め
、
多
く
の
人
が
慢
性
腎
臓
病
で

あ
る
と
自
覚
し
て
い
な
い
問
題
が
あ
り

ま
す
。
症
状
を
自
覚
し
た
時
に
は
病
状

が
進
行
し
て
い
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

慢
性
腎
臓
病
に
よ
る
リ
ス
ク

　

慢
性
腎
臓
病
を
発
症
す
る
原
因
の
一

つ
に
生
活
習
慣
病
が
あ
り
ま
す
。
生
活

習
慣
病
は
偏
っ
た
食
生
活
や
運
動
不
足
、

生
活
習
慣
の
乱
れ
に
よ
り
発
症
し
ま
す
。

生
活
習
慣
病
の
影
響
に
よ
り
、
腎
臓
の

血
管
や
組
織
が
長
い
時
間
を
か
け
て
破

壊
さ
れ
る
こ
と
が
、
慢
性
腎
臓
病
に
繋

が
り
ま
す
。

　

慢
性
腎
臓
病
が
進
行
す
る
と
慢
性
腎

不
全
に
な
り
、
透
析
療
法
や
腎
移
植
等

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
慢
性
腎
不
全
に

よ
り
失
わ
れ
た
腎
臓
の
機
能
は
二
度
と

戻
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
慢

性
腎
臓
病
が
重
症
化
す
る
と
、
脳
卒
中

や
心
筋
梗
塞
、
心
不
全
な
ど
の
合
併
症

を
発
症
す
る
危
険
も
高
く
な
り
ま
す
。

生
活
習
慣
の
改
善

　

腎
臓
の
機
能
は
加
齢
に
よ
っ
て
も
低

下
し
ま
す
が
、
生
活
習
慣
を
改
善
す
る

こ
と
で
慢
性
腎
臓
病
の
予
防
に
つ
な
が

り
ま
す
。
腎
臓
を
守
る
た
め
の
ポ
イ
ン

ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

健
診
で
早
期
発
見

　

慢
性
腎
臓
病
の
早
期
発
見
に
は
尿
た

ん
ぱ
く
検
査
（
尿
検
査
）
と
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ

（
腎
臓
の
働
き
を
表
す
指
標
）
検
査
が

必
要
で
す
。
こ
れ
ら
の
検
査
は
村
の
健

診
に
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
継
続
的
に

健
診
を
受
け
る
こ
と
で
、
自
覚
症
状
の

な
い
段
階
か
ら
自
分
の
腎
臓
の
状
態
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
年
に
一
度
は

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

慢性腎臓病（ＣＫＤ）重症化の流れ
悪い生活習慣

生活習慣病

合併症：脳卒中、心筋梗塞、心不全等

：食べすぎ、飲みすぎ、運動不足、喫煙等

：高血圧、糖尿病、脂質異常症等
腎臓の血管や組織の破壊が進行

重症化

慢性腎臓病（ＣＫＤ） 腎機能の低下 人工透析

●排尿を我慢しない
●適度な運動
● 減　塩
●禁　煙
●適正飲酒
●ストレスをためない

　生活習慣を
　 改善するポイントPOINT

●血圧 
 130／80mmhg未満
●HbA1c 6.5％未満
● ＬＤＬコレステロール 
 120㎎／㎗未満

●尿酸値7.0㎎／㎗未満
●ＢＭＩ25未満

健診結果から
　　  見るポイントPOINT
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問
申  
総
務
課
総
務
係

℡
０
２
６
４
‐
55
‐
３
０
８
０

　

村
で
は
令
和
３
年
度
に
採
用

す
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
職
種
・
予
定
人
員

一
般
行
政
職

（
上
級
ま
た
は
初
級
）
若
干
名

受
験
資
格

　

昭
和
55
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人

試
験
日

一
次
試
験

　
　

令
和
３
年
１
月
24
日
㈰

二
次
試
験

　
　

２
月
中
旬
予
定

試
験
場
所

　

一
次
試
験

　
　

大
桑
村
中
央
公
民
館

申
込
期
限
12
月
23
日
㈬
必
着

申
込
書
類

・
受
験
申
込
書

・
自
筆
の
履
歴
書
（
市
販
の
も

の
。
Ａ
３
ま
た
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
）

・
写
真
（
最
近
６
か
月
以
内
に

撮
影
さ
れ
た
も
の
を
履
歴
書

に
貼
付
）

・
最
終
学
校
の
卒
業
証
明
書
ま

問  

住
民
課
生
活
環
境
係

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

　

可
燃
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ

ク
ル
を
目
的
と
し
て
、
古
着
の

持
込
み
回
収
を
行
い
ま
す
。
自

宅
に
不
要
な
衣
類
が
あ
れ
ば
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

　

近
所
や
車
の
な
い
世
帯
へ
の

声
か
け
に
も
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

日　

時
12
月
23
日
㈬

午
前
９
時
〜
正
午

場　

所

　

村
民
体
育
館
裏
の
倉
庫

問  

木
曽
地
域
振
興
局
商
工
観
光
課

℡
25
‐
２
２
２
８

　

Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
女
性
・
若
者
起
業

塾
を
開
催
し
ま
す
。
起
業
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
、
ど
の

よ
う
に
事
業
を
構
想
し
、
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
か
を
、
３

回
の
講
義
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

日　

時

　

①
令
和
３
年
１
月
26
日
㈫

　

②
令
和
３
年
２
月
15
日
㈪

　

③
令
和
３
年
３
月
５
日
㈮

　

各
回
と
も
午
後
１
時
〜
５
時

会　

場

　

木
曽
合
同
庁
舎

問  

長
野
労
働
局
労
働
基
準
部

℡
０
２
６
‐
２
２
３
‐
０
５
５
５

HP https://jsite.m
hlw
.go.jp/

nagano-roudoukyoku/
hom

e.htm
l

　

令
和
２
年
10
月
１
日
か
ら
長

野
県
の
最
低
賃
金
が
８
４
９
円

に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
部
製
造
業
、
各
種
商
品
小

売
業
、
印
刷
業
な
ど
は
別
途
最

低
賃
金
が
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

詳
し
く
は
長
野
県
労
働
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

問  

総
務
課
危
機
管
理
係

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ

ス
を
紐
づ
け
る
こ
と
で
、
最
大

５
千
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
が
受
け

ら
れ
る
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
制
度

を
実
施
中
で
す
。
制
度
の
受
付

期
限
は
令
和
３
年
３
月
31
日
で

す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発

行
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

未
取
得
の
人
は
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
広
報
お
お
く
わ
８

月
号
の
記
事
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

講　

師
秋
葉　

芳
江
氏

（
長
野
県
立
大
学
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
セ
ン

タ
ー
チ
ー
フ
・
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
）

内　

容

　

①
企
業
に
向
け
た
マ
イ
ン
ド

セ
ッ
ト

　

②
〝
マ
イ
事
業
〞
を
考
え
る

　

③
〝
マ
イ
事
業
〞
の
磨
き
上
げ

定　

員  

15
名

対
象
者

　

木
曽
郡
内
で
起
業
に
興
味
を

お
持
ち
の
女
性
、
若
者

参
加
料  

無　

料

申
込
方
法
・
期
限

　

木
曽
地
域
振
興
局
商
工
観
光

課
で
配
布
す
る
申
込
書
を
令
和

３
年
１
月
15
日
㈮
ま
で
に
、
同

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　

講
師
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参

加
と
な
り
ま
す
。

出
し
方

透
明
ま
た
は
半
透
明
の
ビ
ニ
ー

ル
袋
に
入
れ
、
袋
に
マ
ジ
ッ
ク
ペ

ン
で
住
ん
で
い
る
地
区
と
氏
名
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
段
ボ
ー
ル

や
中
身
が
見
え
な
い
袋
に
入
っ
て

い
る
も
の
は
受
付
け
ま
せ
ん
。

そ
の
他

　

汚
れ
が
あ
る
も
の
や
保
管
状

態
の
悪
い
も
の
は
回
収
で
き
な

い
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

た
は
卒
業
見
込
証
明
書

・
最
終
学
校
の
成
績
証
明
書

申
込
方
法

　

持
参
の
場
合
は
土
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

15
分
ま
で
に
総
務
課
窓
口
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

郵
送
の
場
合
は
配
達
記
録
な

ど
確
実
な
方
法
で
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

※
受
験
案
内
、
申
込
書
は
総

務
課
窓
口
ま
た
は
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
採
用

職
員
募
集

古
着
持
込
み
回
収

女
性
・
若
者
起
業
塾

長
野
県

産
業
別
最
低
賃
金

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

申
請
を
お
忘
れ
な
く

情報掲示板情報掲示板
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まなびましょう
マスコット：マナビィデザイン：石ノ森章太郎

生涯学習に関する問い合わせ　大桑村公民館 ℡＊＊ 55-1020

の行事予定
1 金
2 土
3 日
4 月 新春狼煙上げ

5 火 保育園３保期始め
健康教室（野尻地区館）

6 水
7 木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

8 金 小・中学校３学期始業式

9 土 成人式

10日 消防団出初式

11月
12火 健康教室（野尻地区館）

13水 ゴールデンシューの日　13：30～（スポーツ公園）
小学校スキー教室

14木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

15金 まめ健康教室　10：30～（村民体育館）

16土
17日
18月
19火 健康教室（野尻地区館）

20水 もの忘れ相談　 ９：00～（中央公民館）
なんでも相談　13：00～（中央公民館）

21木 中学校新入生保護者説明会
らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

22金 保育園１日入園

23土 中学校休日参観日、立志式

24日
25月 まめ健康教室　10：30～（村民体育館）

26火 健康教室（野尻地区館）

27水 小学校スキー教室（予備日）

28木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

29金
30土
31日

11月

教　室 会場 時　間 開催日
英 会 話 ① 14：00 13、20、27
英 会 話 ② 19：30 13、20、27
手 話 ① 19：00 休み
日 本 語 ⑦ 10：00 休み
押 し 花 ② 10：00 20
パ ッ チ ワ ー ク ① ９：30 休み
レザークラフト ① ９：30 休み
陶 芸 ④ 10：00 休み
Wakuラク♪手作り倶楽部 ② 10：30 休み
コール・マルベリー ② 19：30 7、14、21、28
ヒ ノ キ 三 味 線 ① 19：00 休み
詩 吟 大 桑 ⑥ 13：00 12、19、26
大 正 琴 糸 瀬 会 ③ 13：00 12、26
リフレッシュヨーガ ① 19：00 13、20、27
ヨ ガ ② 14：00 9、23
あ ゆ み 整 体 ① 19：00 休み
フラダンス〈昼〉 ③ 13：30 休み
フラダンス〈夜〉 ③ 19：30 休み
大桑ダンシングフレンズ ⑤ 14：00 16、30
日本舞踊はなやぎ会 ⑤ 14：00 9、23
池 坊 仙 堂 会 ③ 13：00 12、26
笑 い ヨ ガ ② 13：30 休み

①中央公民館、 ②野尻地区館、 ③須原地区館、 ④殿分館、
⑤村民体育館、 ⑥橋場分館、⑦その他

※各教室とも随時参加者を募集しています

会　場　
※ 新型コロナウイルスの状況により中止になる可能性
があります。

1月
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11 月 26 日
大桑村建設事業協力会ボランティア

１月の緊急当番医
日 緊急医名 電話番号
1日㈮ 原内科医院（木曽町福島） 22-2678
2 日㈯ 芦沢医院（上松町） 52-2018
3 日㈰ 古根医院（大桑村） 55-1188
10 日㈰ 田沢医院（木曽町開田） 44-2008
11 日㈪ 大脇医院（上松町） 52-2023
17 日㈰ 木曽ひよし診療所（木曽町日義） 26-2001
24 日㈰ 奥原医院（木祖村） 36-2264
31 日㈰ 王滝村診療所（王滝村） 48-2731

木曽病院（木曽町福島） ℡ 0264-22-2703
坂下診療所（中津川市坂下） ℡ 0573-75-3118
中津川市民病院（中津川市） ℡ 0573-66-1251

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
手
作
り
グ
ッ
ズ

作
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
親
子
は
、
洗
っ
て
も
落
ち
な
い
特
殊
な
ク

レ
ヨ
ン
や
絵
の
具
を
使
っ
て
、
シ
ャ
ツ
や
バ
ッ
グ
に
絵
を

描
く
な
ど
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
グ
ッ
ズ
を
作
り
ま
し
た
。

手
形
や
足
形
を
つ
け
る
作
業
で
は
、
筆
で
絵
具
を
手
足

に
塗
ら
れ
、
笑
顔
に
な
る
子
や
泣
き
出
す
子
、
怪け

訝げ
ん

な

表
情
を
す
る
子
な
ど
様
々
な
反
応
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
し
ば
ら
く
会
え
て
い
な
い
親
族
へ
手
形

や
足
形
を
付
け
た
グ
ッ
ズ
を
贈
る
と
い
う
親
子
も
お
り
、

写
真
な
ど
で
は
伝
え
き
れ
な
い
子
ど
も
の
成
長
を
知
ら

せ
る
手
段
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

表
紙
に
よ

て
せ

村の人口
1,547 世帯

（前月比±０世帯） 男（人） 女（人） 計（人）

出　　　生 １ ０ １
死　　　亡 ３ ３ ６
転　　　入 ３ ２ ５
転　　　出 １ １ ２
そ　の　他 －１ 0 －１
総　人　口
（前月比）

1,737
（－１） 

1,828
（－２） 

3,565
（－３） 

（12月１日現在・住民基本台帳登録人数）

11月のできごと

11 月７日　まめっこおさがり会

11 月 14 日　小学校マラソン記録会
11 月４日　保育園 脱穀

11 月 27 日　お楽しみ交流会

発
行

／
大

桑
村

　
399-5503 長

野
県

木
曽

郡
大

桑
村

大
字

長
野

2778
　

　
　

　
　

　
　

TEL  0264-55-3080　
FAX  0264-55-4134

　
　

　
　

　
　

　
H  P  http://w

w
w

.vill.ookuw
a.nagano.jp/

　
　

　
　

　
　

　
m

ail  info@
vill.ookuw

a.nagano.jp
印

刷
／

木
曽

オ
ー

ル
プ

リ
ン

ト
株

式
会

社
広

報
お

お
く

わ
N
o.554

  「
広

報
お

お
く

わ
」

は
環

境
に

優
し

い
再

生
紙

と
ベ

ジ
タ

ブ
ル

イ
ン

キ
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

令
和
２
年
12月

10日
発
行


